
高齢者の重大製品事故の発生状況
●2013年から2017年の間に、290件の重大製品事故が発生
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度

事
故
発
生
件
数
（
件
）

事故発生年度

石油ストーブ（34件） 介護ベッド及び関連製品（28件）

はしご・脚立・踏み台（23件） 電気ストーブ（21件）

電動車いす（14件） 住宅（12件）

ガスこんろ（11件） 自転車（11件）

いす（11件） 運動器具（9件）

その他（116件）

出典：NITE（製品評価技術基盤機構）

※重大製品事故とは死亡事故、1ヶ月以上の負傷を伴う事故、後遺傷害事故、一酸化炭素中毒事故を指します
※WHO（世界保健機関）が定義する高齢者（65歳以上）の事故を対象としています

高齢者の重大製品事故件数
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